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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向等を踏まえ、2022 年 4 月 13 日に公表いたしました 2023 年 2 月期の通期業績予想を下

記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 2023年2月期通期業績予想数値の修正（2022年3月1日～2023年2月28日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

6,339 

百万円 

706 

百万円 

695 

百万円 

487 

円 銭 

99.05 

今回修正予想（B） 6,339 900 930 650 132.21 

増減額（B-A） - 194 235 163  

増減率（%） - 27.5 33.8 33.5  

（ご参考）前期実績 

（2022年2月期） 
4,756 596 598 495 105.06 

 

2. 修正の理由 

主に、半導体事業においては、期初に想定した以上の生産設備の稼働率上昇とエンジニア一人当たりの

生産性向上が見られました。その他、ヘルスケア事業においては、原材料価格上昇分の販売価格への転嫁

が進み、収益性を維持することができました。このため、営業利益以下の各段階利益で、前回発表予想の

イーブンペースを上回る結果となりました。前述の上半期の実績と主要顧客の動向に鑑み、通期の業績予

想を修正いたします。 

また、本修正に伴い、研究開発費について見直しを行いました。未来の社会課題解決に欠かせない最先

端分野として注力しておりますパワー半導体分野および量子・通信分野の研究開発と事業化を加速させ

るため、研究開発費を411百万円から715百万円へ、約74％増額することといたします。また、人的資本投

資の重要性に鑑み、6月に実施したベースアップに追加して、今期、第4四半期から従業員の年収ベースで

の賃金引上げを行うことといたします。本修正は、これらの費用を含んでおります。 



 

※ 上記の業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって記載の予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


